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パミン神経のみでなく多種の神経が含
まれる集合体であることが明らかと
なった。

最後に最後に

本系における薬剤の効果はクラス
ターを構成する細胞種に依存すること
が予想され、興奮性/抑制性神経やグ

リア細胞などとの混合播種により改良
を試みる予定である。今後はMEA計
測や各種薬剤の適用により既存の評価
系との補完性あるいは外挿性を検証す
る。また、近年、複雑な精神症状を呈
する疾患が神経ネットワーク形成の破
綻に起因することが少しずつ明らかに
なってきており、本系での疾患hiPSC-N

の利活用とその構造評価によりin vitro
評価系構築への応用も期待したい。
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ヒト iPS細胞由来分化細胞の創薬応用

図２．iPS 細胞由来神経細胞クラスタードネットワークにおける薬剤応答の評価
培養 15 日目の標本に EarlyTox® （Molecular Device）を負荷し、薬物を累積投与 10 分後、各濃
度毎に３分間の Ca イメージングを行なった（3 frame/ 秒）。画像取得および解析には、共焦点
イメージング装置（CellVoyagerTM CQ1, 横河電機）および CellPathfi nderTM（横河電機）を用いた。

（A）神経細胞の興奮性を上昇させる K+ チャネル阻害薬 4- アミノピリジン（4-AP）を適用した
ときの実験例。タイムラプス画像より Ca 蛍光像（上段左）の各クラスター部の平均蛍光強度を
算出し、代表的２クラスターのトレースを示した（中段）。このクラスター間では大きな変動パター
ンが一致しているが、小変動はクラスター毎に異なる。変動にはクラスター内小集団の発火も含
まれる。全クラスターについて全ての変動のピークを算出しラスタープロットを作成した（下段）。
4-AP の濃度依存的に発火数が増加（上段右）し、かつ同期の間隔が延長した。（B）電位依存性
Na+ チャネル阻害薬テトロドトキシン（TTX、上段）、カルバマゼピン（中段）、グルタミン酸遊
離および受容体阻害薬であるリルゾール（下段）を適用したときの、各３クラスターのトレース。

シリーズ終了にあたって
2021年04月（Vol. 89 No. 2）から始まり

ました「ヒトiPS細胞由来分化細胞の創薬
応用」は、本稿をもちまして最終回を迎えま
した。本誌に寄稿いただきました先生方に、
この場を借りて御礼申し上げます。本シリー
ズではヒトiPS細胞由来分化細胞について、
その創薬応用に視点を据えた情報をお届け
しました。皆様のiPS細胞研究、そして創
薬への展開の一助になりましたら幸いです。
全4回に渡った本連載をご愛読いただき御
礼申し上げます。
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iCell Products 検 索→iCell® 神経細胞製品の推奨培養液・サプリメント及びアプリケーション情報を
含めた iCell® 製品情報は当社 HP をご覧下さい。

特　　長
● 共焦点画像撮影からスクリーニング、タイムラプス

3D解析まで対応
●コンパクトかつ操作しやすいソフトウェア
●ラベルフリー解析・機械学習機能＊1

●各種ロボットに対応

3次元解析
●共焦点画像を立体構築し、三次元解析ができる。
●体積や3次元の位置情報を簡単に測定できる。

CellVoyagerTM CQ1
本品は、細胞を高精度に撮影し、簡単な操作で数値解析できるイメージ

サイトメーターです。マルチビームスキャン方式は高速なだけでなく、1
ビームあたり非常に低いレーザ強度で高効率に蛍光色素を励起できるの
で、低光毒性かつ蛍光退色を大幅に抑えられます。

CQ1 は、広視野ニポウディスク方式の採用により、従来機の 4 視野分
を一度にスキャンできるため、より高速かつ高精細な撮影が可能になりま
した。

＊1  DPC（デジタル位相差）画像を作成、機械学習機能にはハイコンテント解析ソフトウェア CellPathfi nderTM （オプション）が必要です。

詳細は、当社 HP をご覧下さい。試薬事業トップ→機器・機材→イメージング関連機器→ CellVoyagerTM CQ1
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/equipment/products/00053.html

iCelliCell® ® 神経細胞製品神経細胞製品iCell® 神経細胞製品iCell® 神経細胞製品

共焦点定量イメージサイトメーター共焦点定量イメージサイトメーター共焦点定量イメージサイトメーター共焦点定量イメージサイトメーター

コード No. メーカーコード 品　　名 容　量 納入単位 希望納入価格（円）
iCell® ドーパミン神経細胞 01279 株

551-33511 C1087 iCell® DopaNeurons 01279 Cells 150
≥1.0×106 cells/vial 1Vial 131,000

551-33371 C1028 ≥5.0×106 cells/vial 1Vial 236,000
iCell® GABA 作動性神経細胞 01434 株

556-33321 C1012 iCell® GABANeurons 01434 Cells 150 ≥4.0×106 cells/vial 1Vial 270,000
iCell® GABA 作動性神経細胞 01279 株

559-33311 C1008 iCell® GABANeurons 01279 Cells 150 ≥4.0×106 cells/vial 1Vial 270,000
iCell® グルタミン酸作動性神経細胞 01279 株

554-33501 C1060 iCell® GlutaNeurons 01279 Cells 150
≥1.0×106 cells/vial 1Vial 131,000

558-33381 C1033 ≥6.0×106 cells/vial 1Vial 246,000
iCell® 運動神経細胞 01279 株

554-33481 C1050 iCell® Motor Neurons 01279 Cells 150
≥1.0×106 cells/vial 1Vial 131,000

557-33471 C1048 ≥3.0×106 cells/vial 1Vial 241,000

サンプル：SH-SY5Y cell
対物レンズ：10x
光源：明視野

明視野画像から DPC（デジタル位相差）画像を作成、機械学習機能を
使用して神経突起、細胞質を認識した。

タイムラプス：1.5 時間間隔 67.5 時間
認識：ピンク：Neurite
　　　水色：Cell body

アプリケーション例
■  神経突起伸長のタイムラプスラベルフリー解析＊1

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2022 年 4 月時点での情報です。最新情報は、当社 HP をご参照下さい。
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品目追加
食品分析用標準品

■ �機能性成分分析用標準品
機能性表示食品のガイドラインでは「機能性関与成分と

は特定の保健の目的に資する成分と定義され、定性確認及
び定量確認が可能な成分である。」とされています※1。

近年、食品の機能性成分に対して成分基原や含量を正確
に定性・定量する意識が高まってきています。当社では、
機能性成分の定性・定量にご使用いただける標準品を取揃
えています。この度、下記品目を新たに発売しました。
※1 �消費者庁HP（https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_

labeling/foods_with_function_claims/assets/foods_with_
function_claims_210322_0002.pdf（2022年3月8日閲覧））より

■ �平成30年6月改正食品衛生法「指定成分等」分析用標準品
健康食品に「医薬品に該当する成分を配合したり、医薬

品と紛らわしい効能などの表示・広告を行うこと」は薬機
法で禁止されています。近年、ダイエットや強壮を標榜し
た「いわゆる健康食品」に医薬品が添加された「無承認無
許可医薬品」による健康被害が発生し、問題となっていま
す。平成30年6月の食品衛生法改正により、食品衛生上の
危害発生防止の観点から、特別の注意を必要とする「指定
成分等」が選定されました。当社では、「指定成分等」の
分析にご使用いただける標準品を取揃えています。

品目追加
局方試験用試薬

当社では、局方試験にご使用いただける試薬を多数取揃
えています。この度、下記の新製品を発売しました。
局方生薬試験用
■ �ジフェニルスルホン

日本薬局方 一般試験法 試薬・試液に収載されている定
量用ジフェニルスルホンとしてご使用いただけます。定量
用ジフェニルスルホンは生薬「ソヨウ」定量法に使用され
ます。

NEW

近日
発売

NEW

NEW

コード No. 品　　名※2 規格 容量 希望納入価格（円） 主な試験対象と
なる機能性成分

046-34811 1-Deoxynojirimycin 
Standard	

食品
分析用   50mg 35,000 桑の葉

イミノシュガー

087-10621
3-Hydroxy-3-methylbutyric 
Acid Calcium Salt Standard
	

食品
分析用 100mg 照 会 HMB

カルシウム

084-10631 3-Hydroxytyrosol Standard
	  危

食品
分析用 100mg 18,000

オリーブ由来
ヒドロキシチロ

ソール

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円） 指定成分

038-22001 Coptisine Chloride	

局方生薬
試験用

（薄層クロマト
グラフィー用）

10mg 25,500 ドオウレン

067-02191

063-02193
Forskolin	 生化学用

10mg

25mg

15,500

32,000
コレウス・

フォルスコリー

085-08691（E）-Isoferulic Acid	
局方一般
試験法用 20mg 18,700 ブラックコホシュ

112-01131 Kwakhurin Standard※3	
食品

分析用   5mg 30,000 プエラリア・
ミリフィカ

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

040-34831 Diphenyl Sulfone	 局方生薬試験用
（定量用） 100mg 24,000

上記以外にも局方生薬試験用製品を取揃えています。詳細
は当社 HP をご覧下さい。
試薬事業トップ→分析→医薬品品質試験・局方試験→生薬
試験→生薬
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/00683.html

※ 3 �qNMR により値付けされた純度（％）が表示された標準品で
す。

詳細は当社 HP をご覧下さい。
試薬事業トップ→分析→食品衛生・自然毒→無承認無許可
医薬品分析→無承認無許可医薬品等分析用試薬
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/01985.html

※ 2 �製品の由来は「主な試験対象となる機能性成分」の項目に記
載の由来植物とは異なる場合があります（由来を保証する製
品ではありません）。

その他標準品・測定用キットも取揃えています。詳細は当
社 HP をご覧下さい。
試薬事業トップ→分析→食品・栄養・機能性成分
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/analysis/
nutrition_functionality/index.html

C12H10O2S ＝ 218.27
CAS RN® 127-63-9



Productsew

27
和光純薬時報　Vol.90, No.2（2022）

…2 〜 10℃保存	 …− 20℃保存	 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。その他の略号は、巻末をご参照下さい。
掲載内容は、2022 年 4 月時点での情報です。最新情報は、当社 HP をご参照下さい。

随時、当社 HP のリストに発売品目を追加・更新しています。詳細は当社 HP をご覧下さい。
試薬事業トップ→分析→残留農薬・動物用医薬品→標準品→残留農薬・動物用医薬品分析用標準品
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/01942.html

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

025-19641 Broflanilide Standard	 残留農薬試験用 100mg 30,000

064-06981 Fenazaquin Standard	 残留農薬試験用 100mg 14,000

199-11193 Silafluofen Standard	  危 残留農薬試験用 100mg 14,000

166-28991 Penflufen Standard	 残留農薬試験用 100mg 30,000

農薬・動物用医薬品混合標準液検索は、当社の約250種類の農薬・動物用医薬品混合標準液を「成分名」及び「CAS 
RN®」から検索することができます。検索結果には製品の他にも、当社推奨カラムや関連する公定法へのリンクも掲載
しています。

一斉分析の際の混合標準液の選定に是非ご活用下さい。

1） �「成分名で探す」または「CAS RN®で探す」から「検索キーワード」を設定し、検索できます。
※�「成分一覧から探す」では、表示されるキーワード一覧からの一括登録が可能です。

2） 検索結果には、下記の情報が表示されます。
・成分名❶をクリック→単品標準品のページへ移動
・当社推奨の分析カラム❷のリンクをクリック→製品詳細ページへ移動
・公定試験法❸のリンクをクリック→試験法のページへ移動

詳細は当社HPをご覧下さい。
試薬事業トップ→分析→農薬・動物用医薬品混合標準液検索バナー
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/product/search/pesticides.html

当社では、ポジティブリスト制度の対象となる農薬・動物用医薬品の標準品を取扱っています。
下記品目を新たに発売しました。

農薬標準品
■ �ブロフラニリド標準品
■ �フェナザキン標準品
■ �シラフルオフェン標準品
■ �ペンフルフェン標準品

NEW

NEW

NEW

NEW

欲しい混合標準液がすぐに見つかる！

追加品目のお知らせ

ポジティブリスト関連農薬標準品ポジティブリスト関連農薬標準品ポジティブリスト関連農薬標準品ポジティブリスト関連農薬標準品

農薬・動物用医薬品混合標準液検索農薬・動物用医薬品混合標準液検索農薬・動物用医薬品混合標準液検索農薬・動物用医薬品混合標準液検索

POINT !
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有機ふっ素化合物の分析に！
PFCs（PFOS, PFOA, PFHxS）試験用試薬

有機ふっ素化合物（PFCs）であるペルフルオロオクタン
スルホン酸（PFOS）やペルフルオロオクタン酸（PFOA）は
環境中で分解されにくく、高い蓄積性も有するため、POPs
条約を始めとしたさまざまな規制の対象となっています。
国内では、2020年4月1日にPFOS・PFOAの水道水質規制
における位置づけが「要検討項目」から「水質管理目標設
定項目」に変更され、暫定目標値が適用されました。また、
2021年4月よりペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS）
が「要検討項目」に追加されました。当社ではPFCs分析
に使用できる分析カラム、溶媒、標準品を取揃えていま
す。この度、PFOA、PFHxS標準品を発売しました。

標準品

安定同位体標識化合物

前処理カラム

溶媒

全固体電池の研究・開発に
硫化物系固体電解質

現在の主流電池であるリチウムイオン二次電池は、軽量
でエネルギー密度が大きいという特長がある一方、電解液
に有機溶媒が用いられているため、発火する懸念があり安
全性に問題があります。リチウムイオン二次電池より高い
安全性を有し、高出力特性、高エネルギー密度を兼ね備え
た次世代電池として、近年全固体電池が注目を集めていま
す。当社では、全固体電池の電解質として有望視されてい
る硫化物系固体電解質の原料をラインアップしました。全
固体電池の研究・開発にぜひご利用下さい。

特　　長
●高純度品（99.9％以上）
●鉄、コバルトなどの高遷移金属の不純物含量を保証
●吸湿を防ぐため特殊な外装を使用

※直鎖化合物の含量が明確な標準品です。

「Presep® PFC-Ⅱ」 は、シリンジ型、「Presep®-C Agri 
（Short）」はコマ型の固相抽出カラムです。どちらも2020
年3月30日改訂の水質管理目標設定項目の検査方法を参
考にしたPFOS、PFOAの添加回収試験において、良好
な結果が得られています。また「Presep® PFC-Ⅱ」は、
PFOS、PFOA、PFHxSを含むPFCs 6成分を良好に回収す
ることができます。

PFOS・PFOA分析適合性試験において、溶媒中のPFOS、
PFOAが基準値以下であることを保証した溶媒です。
詳細は当社HPをご覧下さい。
試薬事業トップ→分析→水質→環境水・排水→PFCs

（PFOS, PFOA, PFHxS）分析用試薬
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/00353.
html

その他の電池関連試薬は当社 HP をご覧下さい。
試薬事業トップ→合成・材料→電池材料
https://labchem-wako.fuj i f i lm.com/jp/category/
synthesis/battery/index.html

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

コード No. 品　　名 規格/メーカー 容量 希望納入価格（円）

168-28951 Perfluorohexanesulfonic Acid Potassium Salt※	 環境分析用 100mg 照  会

518-28833 Perfluorooctane Sulfonic Acid （100μg/mL in MeOH）	 危  
AccuStandard 

Inc. 1mL   8,100

161-28941 Perfluorooctanoic Acid Standard※	  環境分析用 100mg 13,000

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

011-22251 Acetonitrile	  危
PFOS・PFOA
分析用 1L 6,250

130-15941 Methanol	  危
PFOS・PFOA
分析用 1L 3,520

216-01361
Ultrapure Water PFOS・PFOA

分析用
1L 2,600

212-01363 3L 7,350

コード No. 品　　名 CAS RN® 規格 容量 希望納入価格（円）

071-06791 Germanium（IV） Sulfide【GeS2】
12025-34-2 電池

研究用   5g 26,000

128-06891 Lithium Sulfide
【Li2S】	

12136-58-2 電池
研究用

  5g 19,000
126-06892 25g 68,000
165-28841 Phosphorus Pentasulfide

【P2S5】	  危
1314-80-3 電池

研究用
  5g   7,000

161-28843 50g 12,000

200-21121 Tin（IV） Sulfide【SnS2】	
1315-01-1 電池

研究用   5g 20,000

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

291-33441 Presep® PFC-II （60mg/3mL） 試料前処理用 10本
×10 55,000

296-32651 Presep®-C Agri （Short） 試料前処理用 10個
×5 39,000

コード No. 品　　名 メーカー 容量 希望納入価格（円）

552-40251
Potassium Perfluoro-1-
hexanesulfonate （13C6, 99%）, 
50μg/mL in Methanol	 危

Cambridge 
Isotope 

Laboratories, Inc.
1.2mL 149,000

550-37621 
Perfluorooctanesulfonate（PFOS）, 
Sodium Salt （13C8, 99%）, 
50μg/mL in Methanol	 危  

Cambridge 
Isotope 

Laboratories, Inc.
1.2mL 143,000

517-28901
Perfluorooctanoic Acid（PFOA）, 
（13C8, 99%）, 50μg/mL in 
Methanol	 危  

Cambridge 
Isotope 

Laboratories, Inc.
1.2mL 149,000
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ヒト血清、血漿、尿中の MCP-１を
短時間・微量検体・高感度で測定可能
レビス® Human MCP-１（CCL2）ELISA Kit

富士フイルムワコーシバヤギ株式会社のレビス® サイト
カインELISAキットシリーズに新たにHuman MCP-1が追加
されました。既存品では感度が得られず測定できなかった
正常検体、低濃度検体を高感度に再現性良く測定可能です。

特　　長
●カルタヘナ法非該当（バキュロウイルス不含）
●微量な検体で測定可能
●短時間で測定可能（全反応時間：3時間50分）
●環境に優しい防腐剤を使用
●高い精度と再現性

性　　能
●検体：ヒト血清、血漿（ヘパリン/EDTA）、尿、培養上清
●測定範囲：3.85 ～ 500pg/mL（標準曲線範囲）
●アッセイ内変動（5重測定，2検体）：平均C.V.値：15%未満
●アッセイ間変動（3重測定，3検体，4日間）：平均C.V.値：15%未満

〈標準曲線（例）〉

キット内容
●抗体固相化96ウェルプレート	 1枚
●標準品（凍結乾燥）	 1本
●緩衝液	 60mL×1本
●ビオチン結合抗体（凍結乾燥）	 1本
●ペルオキシダーゼ・アビジン結合物	 100μL×1本
●発色液（TMB）	 12mL×1本
●反応停止液	 12mL×1本
●濃縮洗浄液（10×）	 100mL×1本

ビオチンと可逆的結合可能な耐熱性
アビジン様タンパク質
タマビジンTM 2‐REV，組換え体，溶液

本品は、タモギタケ（Pleurotus cornucopiae）から
クローニングされたアビジン様タンパク質タマビジンTM 2
のアミノ酸改変体です。ビオチンと可逆的に結合する性質
を持ち、ビオチンの過剰添加によりビオチン化物質とタマ
ビジンTM 2‐REVの結合を解離することができます。

製品概要
●タンパク質濃度：約1mg/mL
●形状：液体
●等電点：約7.2
●熱安定性：Tm＝約80℃
●起源：�E. coli expressed mushroom（Pleurotus cornucopiae） 

TamavidinTM 2-REV

タマビジンTM 2-REV固定化磁気ビーズ

 

アビジン・ストレプトアビジン

NEW

NEW

NEW

NEW

コード No. メーカーコード 品　　名 容量 希望納入価格（円）

638-53411 AKH-MCP1 LBIS Human MCP-1（CCL2） 
ELISA Kit	 96回用 70,000

Monocyte chemoattractant protein-1 （MCP-1） は、76
アミノ酸から成る分子量8,600の細胞遊走活性を示すサ
イトカインスーパーファミリーです。炎症性メディエー
ターとして単球・マクロファージなどの免疫担当細胞
からだけでなく、血管内皮細胞、線維芽細胞、尿細管
上皮細胞、平滑筋細胞などの多くの細胞から分泌され
ます。
MCP-1を含む多くのケモカインは分泌細胞及び平滑筋
において炎症性刺激（TNF-α，IL-1などによる）を受
けると誘導され、特にMCP-1とその受容体CCR2 は脂
肪組織に骨髄由来のマクロファージを動員させ炎症を
介したインスリン抵抗性の発症に深く関与しています。
また、炎症領域に単球・マクロファージを引き寄せる
と考えられ、慢性炎症疾患に対する治療のターゲット
としても注目されています。

関連製品

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

136-18341 MagCaptureTM 
TamavidinTM 2-REV	 遺伝子研究用 2mL 40,000

133-18611 MagCaptureTM HP 
TamavidinTM 2-REV	 遺伝子研究用 2mL 58,000

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）
013-28291 Avidin, from Egg White	 生化学用 10mg   8,000
019-28293 50mg 28,500
015-24231 Avidin, Neutralized, from 

Egg White	 免疫化学用 10mg 10,500
011-24233 50mg 43,000
198-17861   1mg   5,700
194-17863 Streptavidin	 免疫化学用   5mg 13,000
192-17864 25mg 47,000

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

201-21271 TamavidinTM 2-REV, 
recombinant, Solution	 免疫化学用 1mL 22,000

10.000

1.000

0.100

0.010
1 10 100

Human MCP-1（ｐｇ/ｍＬ）

A
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マクロファージマーカー
抗 Arg1, ウサギ
抗 iNOS, ウサギ
中枢神経系グリア細胞の一つであるミクログリアや末梢

で貪食細胞として働くマクロファージは通常静止型として
存在しますが、LPSなどの刺激が加わることで活性化ミク
ログリア/マクロファージへと変化します。さらに活性化
ミクログリア/マクロファージには傷害性（M1型）と保護
性（M2型）の2種類があり、それぞれ免疫機能に関与しま
す1）。iNOSはM1型、Arg1はM2型 ミ ク ロ グ リ ア/マ ク ロ
ファージのマーカーとしてそれぞれ知られています。

本品は、iNOS及びArg1に対するウサギポリクローナル
抗体です。マクロファージの免疫細胞染色に使用可能であ
ることを確認しています。

製品概要

デ ー タ
■ �免疫細胞染色

ミクログリアマーカー
SPICA DyeTM 594 標識 抗 Iba1, ウサギ
緑色蛍光色素（488）標識 抗 Iba1, ウサギ
Iba1は神経系のミクログリア特異的に発現している約

17kDaのタンパク質で、ミクログリアマーカーとして使用
されます。この度、新たな蛍光標識抗体2製品をライン
アップに追加しました。

本品は当社抗Iba1，ウサギ（コードNo. 019-19741）に新規
高耐光性蛍光色素である、Alexa Fluor594領域のSPICA 
DyeTM 594（Ex=575nm, Em=611nm）及びFITC領域の緑色
蛍光色素（488）（Ex=501nm, Em=513nm）を標識した抗体で
す。標識二次抗体による検出操作の手間を省くことができ
ます。

製品概要

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）
018-28361 Anti Arg1, Rabbit	 免疫化学用 100μL 40,000
015-28371 Anti iNOS, Rabbit	 免疫化学用 100μL 40,000

〔参考文献〕
1） Hu, X. et al . : Nat. Rev. Neurol ., 11 （1）, 56 （2015）.

マウス骨髄由来マクロファージを LPS 処置し、（A）抗 Arg1 抗
体と（B）抗 iNOS 抗体を用いて免疫細胞染色を行った。

＋：発現レベル高、−：発現レベル低

NEW

NEW

バッファー組成 PBS, 0.05%アジ化ナトリウム
抗体濃度 ラベルに記載
抗原 合成ペプチド
交差性 マウス
アプリケーション 免疫細胞染色　1:100-500

品名 抗 Iba1，ウサギ，
SPICA DyeTM 594 結合

抗 Iba1，ウサギ，緑色
蛍光色素（488）結合

コード No. 012-28401 282-37691
バッファー組成 PBS, 0.05%アジ化ナトリウム
抗体濃度 ラベルに記載

標識 SPICA DyeTM 594
（Ex=575nm, Em=611nm）

緑色蛍光色素（488）
（Ex=501nm, Em=513nm）

抗原 合成ペプチド（Iba1 の C 末端配列相同）
交差性 マウス、ラット ラット
アプリケーション 免疫組織染色（凍結切片）1 : 200-2,000

［次頁に続く］

サンプル：マウス骨髄由来マクロファージ（M2型）
LPS 濃度：500ng/mL
一次抗体：（A）抗 Arg1, ウサギ［コード No. 018-28361］
　　　　　（B）抗iNOS, ウサギ［コード No. 015-28371］
抗体濃度：一次抗体（Arg1，iNOS ともに）1：500

（A）抗Arg1抗体

（B）抗iNOS抗体
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デ ー タ
■ �免疫組織染色

〈SPICA DyeTM 594標識 抗Iba1, ウサギ抗体〉

〈緑色蛍光色素（488）標識 抗Iba1, ウサギ抗体〉

アセチル CoA のアッセイに
蛍光プローブ「RH-NH2」

アセチルCoAはエネルギー代謝で中心的な役割を果たす
重要な中間体であり、炭水化物、アミノ酸及び脂質を分解
してエネルギーを得る場合、ほとんどがTCA回路でアセ
チルCoAとして酸化されます。一方、細胞内のアセチル
CoAをアッセイする方法はほとんどなく、アセチルCoAを
可視化できるプローブはこれまでありませんでした。東京
大学の山次先生らは、アセチルCoAを検出する蛍光プロー
ブとして、テトラメチルローダミン骨格を有するRH-NH2

を開発しました1, 2）。HeLa S3細胞をRH-NH2 （2μmol/L）
で処理すると、RH-NH2がミトコンドリアに局在し、アセ
チルCoAにより誘起された弱い蛍光を発する様子が観測さ
れ、さらに促進剤であるトリブチルホスフィンを加えると
1分以内で蛍光強度の増大が確認できます（図）。アセチル
CoAのアッセイに、ぜひご活用下さい。

特　　長
●細胞内のアセチルCoAの可視化が可能
●使いきりの1mg包装

その他の蛍光プローブ試薬は当社の HP をご覧下さい。
試薬事業トップ→ライフサイエンス→イメージング→蛍光
プローブ（生体分子）
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/lifescience/tissue_
clearing_imaging/fluorescence_probe_biomolecule/index.html

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）
181-03521 RH-NH2	 細胞生物学用 1mg 25,000

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

012-28401 Anti Iba1, Rabbit, SPICA DyeTM 
594-conjugated	

免疫
化学用 100μL 50,000

282-37691
Anti Iba1, Rabbit, Green 
Fluorochrome（488）-conjugated 

（Prototype）	

免疫
化学用 100μL 50,000

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）

019-19741 Anti Iba1, Rabbit
（for Immunocytochemistry）	

免疫
化学用   50μg 40,000

013-27691 Anti Iba1, Rabbit
（for Paraffin Section）	

免疫
化学用   50μg 45,000

011-27991 Anti Iba1, Goat	 免疫
化学用 100μL 45,000

016-26461 Anti Iba1, Rabbit, 
Biotin-conjugated	

免疫
化学用 100μL 45,000

013-26471
Anti Iba1, Rabbit, Red 
Fluorochrome（635）-conjugated
	

免疫
化学用 100μL 48,500

016-20001 Anti Iba1, Rabbit
（for Western Blotting）	

免疫
化学用   50μg 40,000

012-26723 Anti Iba1, Monoclonal Antibody
（NCNP24）	

免疫
化学用

  10μL 15,000
016-26721   50μL 45,000
017-27591 Anti Human Iba1, Monoclonal 

Antibody（NCNP27）	
免疫

化学用
  10μL 18,000

013-27593   50μL 40,000

015-28011 Anti Iba1, Rabbit, SPICA DyeTM 
568-conjugated	

免疫
化学用 100μL 50,000

〔参考文献〕
1） Komatsu, H. et al . : Chem. Commun., 49 （28）, 2876 （2013）.
2） 山次健三、金井求 : 和光純薬時報，90 （1）, 11 （2022）.

図．RH-NH2 による細胞内アセチル CoA の蛍光検出
NEW

NEW

C25H24F3N3O3＝471.47
CAS RN® 1427006-06-1

H3C CH3

CF3COO-

CH3

NH2

+
O N

CH3

N

サンプル：ラットの大脳皮質
抗体：抗 Iba1, ウサギ , 
　　　緑色蛍光色素（488）結合
　　　（プロトタイプ）
抗体希釈率：1 : 200

※ �SPICA DyeTM：富士フイルム株式会社によって開発された高
耐光性の新規蛍光物質です。

PBu3

(5mmol/L)

1min

HeLa S3細胞
(RH-NH2 2μmol/L)

サンプル：ラット、マウスの大脳皮質
抗体：抗 Iba1, ウサギ , SPICA DyeTM 594 結合
抗体希釈率：1 : 200

ラット

ラット

マウス

関連製品
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血球系、免疫系細胞への分化誘導、培養に
SCF 溶液，ヒト，組換え体

SCF（Stem Cell Factor：幹細胞因子）は、c-KIT受容
体を介したシグナル伝達により造血を調節する成長因子で
す。多能性幹細胞から造血幹細胞、赤血球や血小板のよう
な血球系細胞、T細胞やNK細胞のような免疫系細胞への
分化誘導や培養に使用されます。

本品は、フィルター滅菌済みの溶液品のため、溶解や
フィルター滅菌操作を行わずにそのまま培地に添加でき、
溶解時のコンタミやフィルター滅菌時のタンパク質のロス
を防ぐことができます。

本品は、味の素株式会社が製造しています。また、独立
行政法人 医薬品医療機器総合機構（PMDA）より再生医
療等製品材料適格性確認書が発行されており、本品の構成
成分及び各種構成成分の製造工程に使用される成分に、生
物由来原料基準への適合性を示す必要があるヒト・動物由
来成分はない、と判断されています。

特　　長
●再生医療等製品材料適格性相談 確認書取得済み
●溶解操作が不要な溶液品
●フィルター滅菌済みのため、そのまま培地に添加可能

溶液品の利点
粉末溶解時に懸念される下記のリスクが回避できます。
●溶媒添加時のコンタミ
●フィルター滅菌時のフィルターへの吸着によるロス
●タンパク質濃度の保証
●溶媒選択ミスによる失活

製品概要
●起源：�Corynebacterium glutamicum expressed human 

Stem Cell Factor
●組成：�20mmol/L HEPES, pH 7.7（0.2μmフィルター滅

菌済み）
●純度（SDS-PAGE）：95%以上
●タンパク質濃度：0.10 ～ 0.14mg/mL
●生物学的活性（EC50）：1.0 ～ 20ng/mL

（レポーターアッセイ用U2OS細胞を用いたc-KITりん
酸化活性測定）

●エンドトキシン：0.1EU/μg未満

幹細胞因子（SCF）
SCFの粉末製品です。使用時には、適切な溶媒に溶解

後、必要に応じフィルター減菌を行ったのちに培地に添加
して下さい。

サイトカイン溶液
いずれもフィルター滅菌済みのため、そのまま培地に添

加してご使用いただけます。

※�原薬等登録原簿（マスターファイル）への登録は、厚生
労働省（独立行政法人医薬品医療機器総合機構）によ
る、品質及び安全性に関する確認または評価が行われた
ことを意味するものではありません。

NEW

NEW

動物細胞用培地カタログ
当社取扱いの動物細胞培養に使用される培地をまと

めたカタログです。D-MEM や RPMI-1640 といった汎
用培地から再生医療研究用培地まで幅広く約 50 品目収
載しています。

カタログをご希望の場合は、当社 HP のカタログ請求
ページより PDF 版をダウンロードいただけます。
https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/PG1857A1/
download/index.html

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）
195-19071 SCF Solution, Human, 

recombinant	 細胞培養用
10μg   43,000

191-19073 50μg 160,000

関連製品

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）
製造工程で動物由来原料を使用
193-12811 Stem Cell Factor, 

Human, recombinant	
細胞生物学

用
10μg 41,900

199-12813 1mg 照  会
製造工程で動物由来原料を使用せずに製造
197-15511 Stem Cell Factor, 

Human, recombinant, 
Animal-derived-free	

細胞生物学
用

  10μg 41,900
191-15514 250μg 照  会
193-15513 1mg 照  会

コード No. 品　　名 規格 容量 希望納入価格（円）
再生医療等製品材料適格性確認書取得済み
014-27621 Activin A Solution, 

Human, recombinant	 細胞培養用
10μg   44,000

010-27623 50μg 154,000
原薬等登録原簿（マスターファイル：MF）登録品
062-06661

bFGF Solution, MF	 細胞培養用
50μL 100,000

068-06663 50μL×4 325,000
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１．ベクレル家の伝統の継承者
天然に存在するウラン1）には、放射線

を出す働き、すなわち放射能をもっている
ことは現在では当然のことのように知られ
ている。ウランの化合物やウラン自身が放
射能をもっていることは、フランスのアンリ・
ベクレルAntoine Henri Becquerelによっ
て1896年に初めて発見された。今回は、
物質（ウランおよびその化合物）からの
放射能を初めて発見した、アンリ・ベクレ
ルを紹介する（図1）2, 3）。

アンリ・ベクレルは、エドモン・ベクレル 
Alexandre Edomond Becquerel（1820-
1891）を父、Aurélie Quénard（1829-
1890）を母として、1852年12月15日にパ
リで生まれ、本年は生誕170周年に当た
る。父エドモン・ベクレルは、当時パリの
国立工芸院Conservatoire national des 
arts et métiers （CNAM）の応用物理
学 教 授で、 後に国 立自然 史 博 物 館
Muséum national d’histoire naturelle 

（MNHN）（図2）応用物理学部門の教
授となる科学者であった4）。また、祖父
アントワ ーヌ・セ ザ ール・ベクレル
Antoine-César Becquerel（1788-1878）

も長年に亘って国立自然史博物館応用
物理学教授を務め、ベクレル家は科学の
名門一家であった。後年にはアンリ・ベク
レルも、祖父や父が占めていたポストを受
け継ぐこととなり、約1世紀に亘って続くベ
クレル家の伝統の継承者となった。

２．青年期から壮年期へ
アンリ・ベクレル（以後アンリと略記）

は、パリのルイ14世リセ（高校）で学び、
この頃から理系科目が得意であった。20
歳になると、祖父や父も学んだ理工系の
名門校エコール・ポリテクニック（図3）
に入学して（1872年）工学を学び、2年
後にそこを卒業した。1874年（22歳）に

は、エコール・デ・ポン・ゼ・ショセ（国
立土木学校）の工学コースに入学し、3
年後（25歳）に学位を授与された。この
学位は、後年の研究の基盤として役立っ
たと言われる。

この間の1876年（24歳）には母校エ
コール・ポリテクニックの講師に任命され
たが、翌1877年（25歳）には、政府の
橋梁・道路部門の技術者として任用され
た。しかし、翌1878年（26歳）には自然
史博物館の助手に任命され、父エドモン・
ベクレルが行っていた“リン光”の研究を
始めた。さらに自身も、光を当てた物質に
よる光吸収や発光と、それによる光色の
変化に強く興味を引かれて研究を進め、
これが博士論文（1888年）のテーマと
なった。その後、再びエコール・ポリテク
ニックの物理部門に戻ったが、自然史博
物館の応用物理学部門長であった父エド
モンが逝去したのちの1892年（40歳）に
はそのポストを継いで、博物館の教授と
なった。さらに、1895年（43歳）には母
校エコール・ポリテクニックの教授にも任
命されて、講義を担当した。

アンリの初期の研究は主に光の吸収や
発光（特にリン光）に関するものであっ
て、結晶の光吸収（博士論文のテーマ：

“Recherches sur l’absorption de la 
lumiére”光の吸収に関する研究）、円
偏光の研究、リン光性結晶などの研究を
行った。これらの研究成果が認められて、
1889年（37歳）にフランス科学アカデミー
の会員に推挙された。後述のように、こ
の発光の研究が、のちに放射能の発見と
いう世紀の大発見に繋がったのであった。

３．天然放射能の発見
1895年ドイツ・ヴュルツブルク大学のレン

トゲンが、真空管の中で電子を速いスピー
ドで陽極にぶつけると、発光とともに物体
を透過する力の強い光線、すなわちX線
が出ることを発見した。レントゲンからX線
の発見を知らされた数学者・物理学者ア
ンリ・ポアンカレは、科学アカデミーにおい
てそれを報告するとともに、発光するもの
から X線が出るのではないかとの示唆を
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図１．�アンリ・ベクレル（Wikipedia ※）
※ �https://ja.wikipedia.org/wiki/ アンリ・

ベクレル（2021 年 11 月 30 日閲覧）

図２．�アンリ・ベクレルが放射能を発見し
た国立自然史博物館の応用物理学研
究室（Wikipedia ※）
※ �https://fr.wikipedia.org/wiki/Muséum_

national_d'histoire_naturelle（2021
年 11 月 30 日閲覧）

図３．�エコール・ポリテクニックの正門
　　　（Wikipedia ※）

※ �https://en.m.wikipedia.org/wiki/
École_Polytechnique（2021 年 11 月
30 日閲覧）
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与えた。それを聞いたアンリ・ベクレルは、
リン光研究用として父エドモンより引き継い
で手元にあったウランの化合物（硫酸ウ
ラニルカリウム）を用いて、早速1896年
の初頭に次のような実験を行った。すな
わち、写真乾板を黒い紙で包んでおき、
その上にウラン化合物を載せて、太陽光
の当たるところに出しておいた。そして、
その乾板を現像してみると、ウラン化合物
の形のとおりに感光していた。従って、こ
の時点では、当初の予想通りX線が発生
しているものと考えた。次に、ウラン化合
物と黒い紙の間に硬貨を置いて実験する
と、その硬貨の影ができたので、ある厚
さの金属は通さないということもわかった。
さらに、光に当たった化合物が化学変化
して蒸気のようなものを出し、それが黒い
紙を通って感光する可能性もあったので、
ガラス板を間に入れて実験したが、結果
は同じであった。アンリはこの実験結果
を、 “Sur les radiations émises par 
phosphrescence”（リン光によって発せら
れる放射について）というタイトルで、2月
24日の科学アカデミーに於いて発表し
た5）。

さらに、2月26日にこの実験を続けようと
したが、2月末のパリの空は曇って太陽が
顔を見せなかった。そこでアンリは、黒い
紙で包んだ写真乾板の上にウラン化合物
を載せたまま、机の引き出しにしまってお
いた。しかし、天気の悪い日が続き、やっ

と晴れた３月１日に実験を再開しようとして
サンプルを取り出した。そのとき、「何日も
暗所に置いたので、直射光線には当たっ
ていないが、非常に薄いにしてもあるい
は感光しているかも知れない」という考え
が頭に浮かんだ。そして、試しにその乾
板を現像してみたところ、薄いどころか今
までになくはっきりと感光していた。驚いた
アンリは実験を繰り返し、ウラン化合物は、
太陽光線を当てようと当てまいと関係なく、
写真乾板を感光させる働きをもっているこ
とを確かめた（図4）。すなわち、ウラン
化合物は、それまでに発見されていたX
線やケイ光・リン光などと異なり、外から
エネルギーを与えなくても、自発的に放射
線を出すということを発見したのであった。
この発見は、“Sur les radiations invisibles 
émises par les corps phosphrescents”

（リン光性物体から発せられる目に見えな
い放射について）というタイトルで、3月2
日の科学アカデミーに於いて発表された

（図５）5）。
この1896年３月１日の科学史上で有名

な放射能の発見は偶然の産物であって、
セレンディピティー Serendipityの代表的
な例として挙げられる6）。しかしながら、こ
れは祖父や父から受け継いだリン光や写
真に関する研究と、アンリのもつ探究心
や卓越した観察眼が結実した結果とみな
すことができよう。まさに、同じフランスの
碩学ルイ・パスツールが言った「待ち構

えた心」（les esprits préparés）に女
神が微笑んだ瞬間であった。

その後も彼はこの興味深い性質を示す
ウラン化合物について研究を進め、ウラン
化合物から発せられるこの放射線はまわ
りの空気を帯電させることなどの知見を科
学アカデミーで次 と々発表した（3月だけ
でも他に３報）。

アンリはまた、5月18日の 例 会 では
“Émission de radiations nouvelles par 
l’uranium métallique”（金属ウランから
の新しい放射線の放出）というタイトルの
発表を行い、ウラン元素を含むものであ
れば固体でも液体でも同じ放射線を出し、
金属ウランではその化合物よりも効果が強
いことを確認している5）。

このウランから発せられる放射線を、
彼自身は“ウラン線”（rayon uranique）
と呼んだが、マリー・キュリーらは “ベクレ
ル線”（rayon de Becquerel）と呼び、
ウランが放射線を出す能力はのちに
マリー・キュリー 7）によって“放射能”

（Radioactivité）と名付けられた。
このように、アンリは最初に計画してい

た、リン光性化合物に光照射してX線を
発生させるという実験から、当初は思いも
よらなかったセレンディピティーによって、ウ
ラン化合物が自発的に放射線を発する放
射能をもっていることを発見したのであっ
た。

４．その後の放射能研究の展開と晩年
アンリの発見は、当初は周囲の科学者

を驚かせたものの、彼自身その後は次第
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図４．�感光した写真プレート（上部に自筆メモ書きが見ら
れる）（文献 2） 図５．�３月２日に発表された論文の冒頭部分（原著論文コピー）
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に関心が薄れていった。ちょうどそのよう
な頃に、ピエール・キュリーと結婚してマ
リー・キュリーとなったばかりのポーランド
出身の女性科学者マニア・スクロドフスカ
は、学位論文の研究テーマを探していた。
そして彼女が注目したのが、新しい放射
線に関するアンリ・ベクレルの報告であっ
た。彼女は、ウランの放射線に似た性質
をもっている物質が他にもあるのではない
かと考えて、新たな研究に着手した。そ
して、1898年にドイツのG. C. シュミットとほ
ぼ同時に、トリウム化合物が同様な性質
を示し、ウランよりももっと強い活性を示す
ことを見出した。

さらに同年マリーは、ウラン鉱石ピッチ
ブレンドではウラン含有量に比べて数倍の
放射能があることから、何か未知の物質

（元素）があるのではないかと推察した。
そして、化学的分離手法を丹念に適用し
て、夫ピエールとともに1898年に新しい放
射性元素のポロニウムとラジウムを相次い
で発見したのであった。この彼らの歴史
的成果は、アンリ・ベクレルによって科学
アカデミーで紹介された。

また、翌1899年にイギリスのE. ラザ
フォードは、ウランからの放射線が、薄い
アルミニウム箔に吸収されるものとそれを
通過するものに分かれることを示し、前者
をα線、後者をβ線と呼んだ。

このような新発見が相次いだことから、
アンリのウラン放射能の研究成果は、一
般に広く受け入れられることとなり、その
発見から7年後の1903年度のノーベル物
理学賞が、アンリ・ベクレルとマリーおよび
ピエール・キュリーに授与された。

ところで、マリーとピエール・キュリーは、
同じパリ市内の自然史博物館やエコール・
ポリテクニックとそれほど離れていない市
立物理化学学校で研究しており、アンリと
は距離的にも近い関係にあった。マリー
およびピエール・キュリーの目覚ましい発
見に触発されたアンリは、2人と交わりな
がらさらに放射能の研究を展開した。そ
して、1899年にはラジウム化合物を用い
て、ラザフォードによって確認されたα線
およびβ線が磁気的にも分離されることを

示した。
また、当時新しく発見されたラジウム化

合物は、治療薬や人工肥料などへ適用
することによって、新たに人類に幸せをも
たらす夢の物質となることが期待された。
このようなときに、アンリはピエール・キュ
リーとともにラジウム放射線の生理学的作
用について研究し、ラジウム化合物を長
時間皮膚にさらすと炎症を生ずることを観
察して1901年に発表した。恐らく当時の
アンリには放射能被ばくの恐怖は殆ど念
頭になく、キュリー夫妻からもらったラジウ
ム化合物入りのガラス管をベストのポケット
に入れて持ち歩いていたといわれる。彼
はノーベル賞受賞から５年後の1908年8月
25日、放射能の被ばくがその原因とされ
る心疾患によって亡くなった。享年55歳で
あった。

５．�後継者と放射能の単位について
アンリは1877年 にLucie Zoé Jamin

（1857-1878） と 結 婚し、2人 の 間 に
ジャン・ベクレル Jean Becqurel（1878-
1953）が誕生したが、生後ほどなく妻を
亡くしている。その後 1890年にはLouise 
Désirée Lorieux（1864-1945）と再婚し
たが、2人の間には子宝は恵まれなかっ
たようである。

ベクレル家の伝統は、幸いにもそのひと
り息子ジャンによって受け継がれた。ジャ
ンは、父アンリと同様にエコール・ポリテク
ニックを卒業し、国立土木学校を経て、
父の死後の1909年に自然史博物館のポス
トを引き継いだ。彼は、結晶の光学的性
質や磁性について研究し、特に磁場中で
の偏光面の回転を解析した。また、1919
年から1924年の間には母校エコール・ポ
リテクニックの教授も務め、特に相対論の
教育や研究を熱心に進めた。従って、
国立自然史博物館やエコール・ポリテク
ニックにおけるベクレル家の科学の伝統
は、約1世紀半の長きに亘って守られたの
であった。

また、アンリ・ベクレルについては、放
射能の量を表す単位にその名前が残さ
れている。すなわち、放射性物質から放

射線がどのくらい出ているかという事を表
すのに、放射性核種が１秒間に崩壊する
原子の個数を表す単位としてベクレル

（Bq）が使われている（1975年の国際
度量衡総会にて制定された）。その測定
は、シンチレーション検出器やガイガー・
ミュラー計数管などによって行われる。

2011年の東京電力福島原子力発電所
事故以来、スウェーデンの科学者に由来
し、生体の被爆による生物学的影響の大
きさを表す単位「シーベルト」とともに、
アンリ・ベクレルに由来するこの単位「ベ
クレル」を日常的に耳にすることが多くなっ
たのは、まだ記憶に新しいところであろう。
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精製エクソソームからのRNA抽出に ！精製エクソソームからのRNA抽出に ！精製エクソソームからのRNA抽出に ！精製エクソソームからのRNA抽出に ！

本品は、細胞培養上清や血清・血漿などから精製したエクソソーム溶液のmiRNAを含むTotal RNA抽出に最適化し
たキットです。この最適化により、当社従来品（マイクロRNAエキストラクター ® SPキット；コードNo. 295-71701）
よりも高濃度でのRNA回収を実現しました。

近年、エクソソームのmiRNAプロファイル解析の需要はますます高まっています。本品を使用することで、精製エ
クソソーム溶液から高効率にmiRNAを含むRNAを回収することができます。エクソソーム研究にお役立て下さい。

●精製エクソソーム溶液からのRNA抽出に最適化
●高いRNA回収率
●フェノール及びクロロホルム不要
●�抽出RNAはRT-qPCR、マイクロアレイ、NGSに使用

可能

細胞培養上清及び血清・血漿などから精製したエク
ソソーム溶液

キット内容
●溶解液	 9.0mL×1本
●還元剤	 80μL×1本
●タンパク質分解酵素液	 200μL×1本
●促進剤	 200μL×1本
●洗浄液Ⅰ	 5mL×1本
●洗浄液Ⅱ	 5mL×2本
●溶出液	 1mL×2本
●スピンカラム	 20本
●コレクションチューブ	 20本

精製 EV 用 マイクロ RNA エキストラクター ® キット

特　　長

＊キット以外に下記試薬が必要です。
　1）2-プロパノール（コードNo. 168-21675）
　2）エタノール（コードNo. 054-07225）
　3）1-ブタノール（コードNo. 022-16035） 臍帯由来間葉系幹細胞をEV-UpTM MSCエクソソーム産生用培地 ［コード

No. 053-09451, 298-84001］で培養後、培養上清を回収した。回収後、
PSアフィニティー法※を用いてエクソソームを精製し、本品及び他社品
でRNA抽出を行った。抽出物に対してNGS解析（Small RNA-Seq）を行った。
本品で抽出したサンプルは、他社品よりもmiRNAのリード数が多く、
miRNAの同定数も多いことが示された。

臍帯由来間葉系幹細胞をEV-UpTM MSCエクソソーム産生用培地 ［コード
No. 053-09451, 298-84001］で培養後、培養上清を回収した。回収後、
PSアフィニティー法※を用いてエクソソームを精製し、本品及び他社品
でRNA抽出を行った。抽出物のRNA量をRT-qPCRとQuantiFluor RNA 
System（Promega）によりそれぞれ測定した。

（A）RT-qPCRによるmiR-92aの定量データ
（B）QuantiFluor RNA SystemによるTotal RNA測定データ
本品は、他社品よりも高い抽出効率を示した。

コード No. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）
294-84601 microRNA Extractor® Kit for Purified EV	  危 遺伝子研究用 20回用 40,000

適応サンプル

デ ー タ
■ �RNA抽出・定量

NEW
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…2 〜 10℃保存	 …− 20℃保存	 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。
特定 …特定毒物	   …毒物	     …劇物　 …毒薬　 …劇薬　 危…危険物　 …向精神薬　 …特定麻薬向精神薬原料

…化審法 第一種特定化学物質　 …化審法 第二種特定化学物質　 …化学兵器禁止法 第一種指定物質　 …化学兵器禁止法 第二種指定物質　 …カルタヘナ法
覚…覚せい剤取締法　　毒素等…国民保護法
掲載内容は、2022 年４月時点での情報です。上記以外の法律及び最新情報は、当社 HP をご参照下さい。

※�ホスファチジルセリン （PS） 結合分子を用いて細胞外小胞を金属イオン依存的に捕捉した後、キレート剤により溶出する方法。
MagCaptureTM Exosome Isolation Kit PS Ver.2（コードNo. 290-84103）の使用により、本手法でのエクソソーム精製が行えます。

QuantiFluorはPromega Corporationの商標または登録商標です。
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■ �次世代シークエンサー（NGS）による解析




